
Ⅱ．放射性同位元素管理部 
学内や周辺地域の環境保全を達成するために、学内放射線施設から出されるＲＩ排水の管理、

ＲＩ有機廃液の焼却、環境放射能動向調査などの実務を担当している。当施設から出るＲＩ排

水だけでなく、東広島キャンパス内のＲＩ施設である工学研究科、生物圏科学研究科、総合科

学研究科の放射線施設から出るＲＩ排水を受け入れ、排水処理ののち放流を行っている。これ

は東広島市との協定に基づくものであり、地域社会の環境保全を図る上で、重要な業務となっ

ている。また、浄化した後に放流した RI 排水が環境へ影響を与えていないことを確認するた

めに、定期的に環境水（下水と池水）の放射能測定をおこなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－１．放射線管理活動状況 
【各種研修会への参加】 

放射性同位元素等の使用は法律が密接に関係している。近年、放射性廃棄物の埋設処分やク

リアランス制度が放射線障害防止法へ取り入れられた。アイソトープ総合部門の教職員は各種

研修会や講習会に出席し、法令改正などに関する最新の動向を調査している。また各種研修会

等に講師として参加し、学外の放射線施設の教職員と情報交換を行い、このようにして得た情

報を学内の放射線施設管理者へ提供し、さらに、教育訓練等に反映することで、広島大学の放

射線利用における安全管理の向上に努めている。 

 平成２７年度は、日本アイソトープ協会放射線安全取扱部会 中国・四国支部が開催する主

任者研修会に協力し、学外の放射線施設管理者に対する安全管理の啓発活動等を行った。また、

放射線取扱主任者の定期講習の講師にもなった。 

 
●全国関連 
◆第39回国立大学アイソトープ総合センター長会議 
 期日：平成27年6月 3日(水）～4日（木） 
 場所：熊本大学 山崎記念館研修ホール 
 
◆日本放射線安全管理学会 第12回JRSM6月シンポジウム 
 期日：平成27年6月 18日（木）～19日（金） 
 場所：東京工業大学 大岡山キャンパス 
 
◆第4回環境放射能除染研究発表会 
 期日：平成27年7月 8日(水)～9日(木) 
 場所：タワーホール船堀（東京都江戸川区） 
 

アイソトープ総合部門にある貯留槽 (左)と浄化設備 (右) 
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◆大学等放射線施設協議会 大学等における放射線安全管理研修会 
 期日：平成27年8月 25日（火） 
 場所：東京大学 安田講堂 
 
◆平成27年度放射性同位元素等取扱施設安全管理担当教職員研修 
 期日：平成27年11月11日（水）～12日（木） 
 場所：東京大学アイソトープ総合センター 
 
◆平成27年度放射線安全取扱部会年次大会（第56回放射線管理研修会） 
 期日：平成27年11月26日（木）～27日（金） 
 場所：金沢市文化ホール 
 
◆日本放射線安全管理学会 第14回学術大会 
 期日：平成27年12月2日（水）～4日（金） 
 場所：筑波大学 大学会館 
 
 
●地域関連 
◆第21回中国・四国支部主任者研修会 
 期日：平成27年9月 18日(金) 
 場所：岡山大学自然生命科学研究支援センター 
 
 
●その他 
◆第1種放射線取扱主任者講習 
 期日：平成27年12月14日（月）～18日（金） 
 場所：京都大学環境安全保健機構附属放射性同位元素総合センター 
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【排水管理状況】 

◆環境放射能測定 

 当部門では広島大学東広島キャンパスから出るＲＩ排水の周辺環境への影響を調べるため

に、三ヶ月に一度環境水の測定を行っている。測定目的がキャンパスのＲＩ排水の影響という

ことから、測定点はぶどう池水の流れ込む角脇調節池および公共下水道との接続部の二箇所と

している。また毎年８月は外部業者と合同で採水・測定を行い、測定値の健全性を確認してい

る。測定はβ線放出核種およびγ線放出核種について行っていて、核種別（3H、14C、32P）のβ

線放出核種の定量には低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタを用い、全β線量の

測定には２πガスフローカウンタを用い、高エネルギーγ線についてはＧｅ半導体検出器を用

い、低エネルギーγ（Ｘ）線の測定にはＳｉ／Ｌｉ半導体検出器を用いて測定している。また、

検出感度の向上のため、全β線および半導体検出器を用いた測定にはサンプルを蒸発乾固させ

たものを測定用サンプルとしている。平成２７年度の環境水の放射線量の測定は以下のとおり。 

 通算測定回数  採水年月日  測定完了年月日 測定結果 

 第９０回 Ｈ２７年 ５月２９日 Ｈ２７年 ６月１６日 異常無し 

 第９１回 Ｈ２７年 ８月１７日 Ｈ２７年１０月３０日 異常無し 

 第９２回 Ｈ２７年１１月３０日 Ｈ２８年 １月１３日 異常無し 

 第９３回 Ｈ２８年 ２月２５日 Ｈ２８年 ３月２５日 異常無し 

 

◆ＲＩ排水の放流 

 東広島キャンパスから流れ出るＲＩ排水は黒瀬川に放流されるが、この河川水は水量が少な

くかつ農業用水に利用されるため、東広島市との協定により、排水中に含まれるＲＩの濃度と

法定基準濃度との比が１０分の１以下の排水についてのみ放流できることになっている。平成

２７年度の放流は以下のとおり。 

 処理済槽採水年月日     測定完了年月日     放流年月日     放流水量 

Ｈ２７年 ３月１３日   Ｈ２７年 ５月２９日  Ｈ２７年 ８月１７日  ３４．２ m3 

 

なお、ＲＩ排水中に含まれるＲＩ濃度の測定は環境放射能測定と同一の方法で行い、法定基準

濃度との比が１０分の１以下であることが確認された。また、放流水の水質が環境基準および

排水基準を満たしていることを、環境安全センターに測定依頼することで確認した。 

 

◆他部局から出たＲＩ排水の受け入れ 

 東広島キャンパスから放流されるＲＩ排水中のＲＩ濃度限度基準を遵守するため、東広島キ

ャンパスからＲＩ排水を放流可能な場所は当部門に限定されている。したがって、当部門では

他部局からＲＩ排水を受け入れている。平成２７年度のＲＩ排水の受け入れはない。 

 

◆液体シンチレータ廃液の焼却 

 法令でＲＩを使用した実験で発生する有機廃液のうち、液体シンチレータ廃液に関しては各

事業所での焼却処理が可能であり、当部門においても下記の期間において焼却を行った。 

焼却期間： 平成２８年２月２２日 ～ 平成２８年２月２４日 

総焼却量： １４リットル 

なお、焼却する廃液の濃度は上限濃度目標値以下であり、１日あたり最大１２リットル焼却

を行った。 
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Ⅱ－２．施設管理活動状況 
 

【業務報告】 

◆空間線量率測定結果(平成２７年４月～平成２８年３月の平均) 

 

（「事業所境界」、「人が居住する区域」、「管理区域境界」は管理区域外、その他は管理区域内） 

 

 

◆表面汚染密度測定結果(平成２７年４月～平成２８年３月の平均) 

        単位は Bq/cm2 

 

◆表面汚染密度測定結果(平成２７年４月～平成２８年３月の最大値) 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 0.02 0.03 0.02 

汚染検査室 0.03 0.05 0.01 

廃棄物保管室 0.09 0.09 0.01 

使用室 0.09 0.03 0.01 

単位は Bq/cm2 

管理区域内の表面汚染密度限度は、以下のとおりである。 

α線を放出する放射性同位元素 ： ４Bq/cm2 

α線を放出しない放射性同位元素 ：４０Bq/cm2 

 

 
測定値（平均） 

事業所境界 0.13 μSv/h 

人が居住する区域 0.12 μSv/h 

管理区域境界 0.11 μSv/h 

貯蔵室 0.19 μSv/h 

廃棄物保管室 0.11 μSv/h 

使用施設 0.10～0.14 μSv/h 

代表的な使用室 0.13 μSv/h 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

汚染検査室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

廃棄物保管室 検出限界以下 0.0242 検出限界以下 

使用室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 
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◆ＲＩ保管量（平成２８年３月３１日現在） 

 

核種 個数 
放射能量 
（MBq）  核種 個数 

放射能量 
（MBq） 

H-3 （非密封） 22 1483.181  Co-57 （密封） 4 2960.00 

C-14 （非密封） 25 163.015  Sn-119m （密封） 1 370.000 

P-32 （非密封） 5 7.512  Ra-226 （密封） 1 25.900 

P-33 （非密封） 1 3.530     

S-35 （非密封） 1 1.140     

Cs-137 （非密封） 5 6.775     

    

 

◆平成２７年度核種別新規ＲＩ受入量 ◆平成２７年度ＲＩ廃棄物引渡し量 

 

 

 

 
 
◆自主検査 
検査施設：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
点検日：平成２７年１１月９日 
点検者：中島、稲田(晋)、松嶋、宮下、木庭、寺元、宗岡 
    石原、梶本、飯塚、澤田（重点自主検査のため、学内他ＲＩ施設より参加） 
結果：重点自主検査のため学内のＲＩ施設より放射線取扱主任者が検査員として参加した。 特に

問題は無かった。 
 
検査施設：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
点検日：平成２８年３月２８日 
点検者：中島、稲田(晋)、松嶋、宮下、木庭、寺元、宗岡、山崎 

結果：線源の保管個数、現有数量を３月２９日に確認し、３月３０日にはサーベイメータ

の確認校正を行った。また、施設外周の標識が１枚色褪せていたため、交換を行った。 

廃棄物の種類 容量（L）・規格 引渡し数量 

無機液体 25L・ポリタンク 1 

可燃物 50L・ドラム缶 3 

不燃物 50L・ドラム缶 1 

難燃物 50L・ドラム缶 4 

焼却型プレフィルタ 112L 1 

焼却型ヘパフィルタ 327L 1 

   

   

核種 購入件数 
放射能量 

（MBq） 

P-32（非密封） 17 548.195 

P-33（非密封） 1 37.000 
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2015 年度 アイソトープ総合部門を利用した業績集 

 

1. Hole mobility enhancement of MEH-PPV film by heat treatment at Tg. 

D. Kajiya, T. Koganezawa, and K. Saitow 

AIP Adv., 5, 127130/1-127130/7 (2015). 
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D. Kajiya and K. Saitow 

Nanoscale, 7, 15780-15788 (2015). 
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Y. Kobayashi, A. Hamamoto, Y. Hirayama, and Y. Saito 

General Comp Endocri, 212,114-123 (2015). 
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A. Hamamoto, Y. Kobayashi and Y. Saito 

Cellular Signaling, 27, 818-827 (2015). 
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